
企業と連携した実習演習 

 

 

（対象：衛生専門課程 美容本科 総合コース／ワーキングコース） 

 

本校では 1学年後期（10 月中旬～2月）～2学年前期（4月～10月上旬）にかけて、企業と連携した

『サロンワーク実習』授業を行います。卒業後仕事をしていく現場を想定した、本物のサロンスペース

で、プロの美容師からの指導により、実際の接客で必要な技術の早期定着を図ります。 

 

※株式会社紀生が運営する美容所(保健所検査確認済証受領)において、同社従業美容師と本校教員

(美容師免許保持者)が、同社との協議に基き、来所する一般顧客に対する接客及び施術に関して、指導・

監督し、その習得を図ります。 

 

 

【 課目名 ： 美容総合 】  

目的/概要 

①実務上のミスマッチ発生要因を減少 

②本人と就職企業双方の離職リスク軽減 

③美容所における実務を実践的に習得 

連携内容 

①学校が授業計画を作成 

②企業側に提示し、協議の後実施 

③企業より、授業を支援するスタッフを派遣 

評価 

「出席簿に記録→実技チェックシートを用いて記録・評価します」 

①校舎内の実習室で基本技術の習得後、顧客への接客・施術が可能な水準に 

達しているか 

②美容所における顧客への接客・施術(教員と紀生従業美容師による評価)や知識の 

到達度をチェック 
 


